
平成 21 年度病害虫発生予察特殊報第１号

平成２１年５月１４日

静岡県病害虫防除所長

１ 病害虫名 ネギえそ条斑病、タマネギえそ条斑病、ラッキョウの IYSVによる病害

病原ウイルス名 アイリスイエロースポットウイルス

Iris yellow spot virus (ＩＹＳＶ)

２ 対象作物名 ネギ、タマネギ、ラッキョウ

３ 発生経過および状況

（１） 平成19年９月、県西部地区のネギにおいて、葉にえそ条斑や退緑を呈す症状が確

認された。農林技術研究所によるRT-PCR法等による検査の結果、アイリスイエロ

ースポットウイルス（Iris yellow spot virus：ＩＹＳＶ）による病害であることが

判明した。その後、タマネギ、ラッキョウにおいても同様の症状が確認され、検

査の結果、本ウイルスの感染が確認された。

（２） 本ウイルスは、平成 11 年に千葉県のアルストロメリアで初確認され、本県では、

平成14年にトルコギキョウで初確認されている。また、タマネギでは千葉県、佐

賀県、栃木県および香川県、ネギでは、栃木県、群馬県、大分県、埼玉県、香川

県および茨城県、ラッキョウでは鳥取県において発生が報告されている。

４ 病 徴

ネ ギ：葉身に不明瞭な退緑斑が発生し、その後淡黄色～白色のえそ条斑を生じる。

病斑の大きさは１～1.5cm程度である（写真１）。

タマネギ：葉身に紡錘形のえそ輪紋、えそ条斑を生じる（写真２）。多発条件下では葉

身が萎凋枯死し、鱗茎の肥大が抑制される場合がある。

ラッキョウ：葉身に淡黄色紡錘形のえそ条斑を生じる。多発すると病斑が癒合し、葉

身がねじれる場合がある（写真３）。

５ ウイルスの特性および伝染方法

本ウイルスはネギアザミウマ（写真４）により媒介される。ネギアザミウマは幼虫時に

感染植物の吸汁によりウイルスを獲得し、一度ウイルスを獲得した個体は終生ウイルスを

伝搬するが、経卵伝染はしない。なお、その他のアザミウマによる媒介は確認されていな

い。また、土壌伝染、種子伝染はなく、管理作業による汁液伝染の可能性も低いとされて

いる。

なお、近年、県内のネギ類でネギアザミウマが多発生しており、平成19，20年度に発生

予察注意報を発表している。

６ ウイルスの宿主範囲（感染が確認されている事例。海外の報告も含む）

リンドウ科：トルコギキョウ、アルストロメリア科：アルストロメリア ユリ科：ネ

ギ、タマネギ、テッポウユリ、ニラ、リーキ、バルビネ(ブルビネ) ヒガンバナ科：

アマリリス、ユーチャリス、クンシラン(クリビア）、アヤメ科：ダッチアイリス ヒ

ユ科：センニチコウ、アカザ科：ホウレンソウ

７ 防除対策

（１）無病苗を確保するため、防虫ネットを張った施設内での育苗、薬剤防除等の対策

を実施する。

（２）罹病した植物体はウイルスの伝染源となるため、ほ場外に持ち出してビニール袋



等で密封処分するか、土中深くに埋め込む。

（３）媒介虫であるネギアザミウマに対して体系的な防除を実施する。特に初夏および

秋にはネギアザミウマが増加するため、注意を要する。

①ほ場内を十分に観察し、ネギアザミウマの発生がみられる場合は直ちに薬剤防除を

実施する。

②本虫は薬剤抵抗性が発達しやすいので同一薬剤の連用は避け、ローテーション防除

を実施する。

③収穫残さは本虫の発生源となるため、（２）と同様の処分を行う。

④本虫は雑草でも春から初夏に多数生息するため、ほ場周辺の除草を徹底する。

８ その他 不明な点は、病害虫防除所、農林技術研究所、農林事務所、農協に相談する。

写真２ タマネギえそ条斑病の症状写真１ ネギえそ条斑病の症状

写真３ ラッキョウ（ｴｼｬﾚｯﾄ）のIYSVに

よる病徴と栽培ほ場の被害

写真４ 媒介虫ネギアザミウマ

（体長1.1～1.6mm）


